






































歌われている。この歌の編曲で氏は 3 番と 4 番の
間に間奏部を入れ、本来の「小原節」の主旋律に
同じ九州の「炭坑節」の複旋律を取り込み、主旋
律を聞きながら「おや？何の歌だったかしら」と
聞き手が耳をそばだてるような編曲を試みている
ところがたいへん面白い編曲と言える。
演奏会にあたり、民謡と共に民舞を試み視聴覚
で聴衆に楽しんでもらえるたいへん楽しい題材と
なった。
より多くの人に演奏を聴いてほしい、演奏を楽
しんでほしいというのが原点にあり、まさに「音
楽は大衆のものである」という金勝氏の考え方の
原点ともいえる作品に仕上がっていると確信す
る。
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